
ボランティア
の人と調べる

雑木林内
メリハリを

(一律な風景に
みえる)

湿地に
どういう

生物がいるか

・池を作る
・予算は

・市の計画は

現状の
林間を残す

(人が入れない)
市？

専門家の協力を
得ながら、
市民と植生、
動物、鳥など

の調整

他地域の
カルチャーパークの

情報集め
他都道府県や
公園管理者

キレイな
雑木林とは

林間の生物
情報集約

専門知識ある人

子供達と
自然の中で
学べる機会

雑木林の
生きもの
植物を知る
もよおし

トンボやカエルの
いる池は、

現在の「湿地」より
適地があるのでは。
市の方で再検討を

ウォーキング
コースを作る
園路の拡大

園内への
車の侵入規制
(市の方で)

小動物(タヌキ)
がひかれていた
こともある

子供も大人も
親しめる森づくり
市、市民でもっと
話をつづける

湿地
散策路
整備必至

航空公園とは
完全に

違ったものに
してほしい

安全な
自然公園に

自然を保護する部分と利活用する

部分を分けることで、他の公園と

の差別化が図れる。

また、保護すべき箇所での生き物

調査や自然体験等をとおして、人

が集まる部分とうまく連携してい

きたい。

だれと

子ども ボランティア 専門知識のある人

なにをする？

湿地を活かしたい

ゾーニングの再構築

農地を活かしたい

航空公園との差別化

生き物のことや公園がもつポテンシャルを学びたい

禁止事項の看板を減らす雑木林をきれいにしたい

活動の成果を出したい

自然



高齢者仲間と
出来れば
若い親、
父、母と

みつばち育てを
子ども達と！
(周りの小学生)

毎週の畑仕事
(当番制+希望者)

農地を
借りる

有志の市民が
落ち葉たい肥で
畑をつくる

公園歩き
(採取兼ねる)

農と
入口花壇を

育てる、つくる
里山保全＝農

所沢カルチャーパークで得た恵を

どう使っていくかということ

前提として「獲れたもの・育てた

ものを使って」、「テーマを作っ

て」考えたい

だれと

周辺に住む人 働く人 学校を大切に

なにをする？

市民農園

ミツバチファーム

花壇

テーマごとの活動

ものづくりの
好きな人

草木の
好きな方

参加者を
募る

落ち葉かき
(武蔵野の原点)
→肥料 農

落ち葉
市民 農家さん

園芸会社
たい肥をつくる

恵み
活用

まずきれいに
したいので
雑木林の整備
⇒花や虫を

発見



企業タイアップ
で話題になる

→知ってもらえる

①市と制作会社
②有名な
ロケ地にする

①市と周辺施設
②所沢の東エリア
で1日楽しめる
ようなルート作り
をする

例：サクラタウン
YOT-TOKO
～カルチャーパーク
～航空公園

何 抽象
安心・安全で
利用しやすい

自然を
まんきつする
音楽イベント

+
大人、子ども
自然を学ぶ
発見がある

自然を
つかって

楽しむあそび

森の中で
秘密基地

野さい収かく
→その場でBBQ調理

園を地域や所沢にどう生かすかと考え
た時に、イベント開催が効果的。
主には食・自然体験をしてはどうか。

「安心安全で利用しやすい場所にした
い」「10代～30代が関われるように」
「10～50年後の姿を見据える」「多世
代の方と交流できる」「負の遺産にな
らないようにする」

宿泊体験や鬼ごっこは来年にも実現可
能ではないか。

だれと

子ども 農家 学生コミュニティー 企業

なにをする？

キャンプファイヤー

星空キャンプ

料理教室

宿泊体験

食

自主企画
やりたい
できる場所

地域
活性

利用条件
の明確化
(PR含)

イルミネーション

大規模鬼ごっこ



子供だけ
でも活動
できる

学習
貴重である
ことを学ぶ

バード
ウォッチング

人と
つながる

詳しい人
ボランティア登録
花に詳しい、
虫に詳しい

➡ガイド
セルフガイド
マップ作り

ｖ

イベント
ボランティア

の参加
各担当の連携

こども
エコクラブ

モニュメント
(まよわない)

カルチャー
内の
案内ルート
の看板を
作りたい

オンライン
と
オフライン
の活用

あそび
の
学校

自然の魅力を
伝えるボランティア
を育成する機会を
作ったうえで、
ボランティアを
してもらう。

多世代交流
イベント

バリアフリー

五感で
体験
気づき

赤ちゃん
授乳、
トイレ等
施設を
つくる！

航空公園
とは異なる
役割を持った
公園として
目的、目標を
整理しておく

自然が
何もしないと

大きく
変化すること
を伝えられる

森で
「やりたいこと」

をひきだす
令和育ちは
自由に遊んで
といわれても
わからない

→きっかけづくり

子ども

やりたいこと
や

遊びを
サポートする

学びに
むすびつける

自然体験
かんさつ、

工作、花つみ、
虫とりetc

→自然に興味を
もたせる

現代の子どものコミュニケーション

能力や運動能力の低下が懸念される

中、遊びや学びの中にデジタル技術

が浸透しているという特徴を捉えつ

つ、公園の中で遊びを引き出す方法

や学びに繋げる方法を出し合った。

だれと

子ども ボランティア 学校の先生
高齢者 子育て世代

なにをする？

遊びの学校

ボランティアの育成

五感を使った遊び

自然の価値を伝える

ITを使った学び

ブランコ作り

遊びの配信

モニュメント作成


